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まず 冒頭の、 タィトル バックに延 々と 繰り 
広げられる女体の乱舞に驚かされる。地を這 
うように蠢く 女体と、喘ぎにも似た声が、一 
挙に こちらを 包み込んで、いつたい、これは 
何か？、何が始まろうと している のか、 とい 
う^^に も似た思い(:襲われるのだ。と同時 
に、 いきなり 皮膚の裏側を くすぐられたよう 
な 奇妙な感覚を覚え、無性に笑いたくなる。 

まったく、石井輝男という監督にはい.つも 
驚かされる。わたしのように三〇年以上前か 
ら石井監督作品に親しんできて' しかも、石 
井監 ff とつげ義春との結びつきの成果として 
は、すでに五年前の『ゲンセンカン主人』を 
見ているから、この『ねじ式』についてもそ 
れなりのィメージを持ってスクリーンに相対 
したはずの者にしてさえ、やはり、これには 
驚かされる。まさか、こんなふうに始まると 
は思わなかつた、と。 

もちろん、見終わつてから振り返つたとき 
には、アスベスト館の女性舞踏家たちによる 
女体の乱舞が、冒頭と末尾にあることは' 十 
分納得できる。いわばそれは、作品として表 
に現れたつげ義春の世界を支える下意識のよ 
うなものとして、アモルフに蠢いているエロ 
スを形象化したと解釈できるからである。だ 
が、実際の画面は常に解釈に先立ってこちら 
の目をうつ。そのことに端的に驚かされるの 
だ。と同時に、そこには深刻な解釈では到底 
そうはならないような、石井輝男独特の稚気 
といつたものが感じられて笑えるのである。 
これは貴重である。石井輝男は若いのだ。い 
P 、 どんどん若返つているというべきかもし 


れない。その若さが、フィルムに生気を与え、 
輝かしている。 

それがもつ ともよく 現れているのが、オム 
ニ バス 形式 (と、 一応いつて おく) で綴られ 
る話の最後に現れる「ねじ式」であろう。あ 
の海、あの汽車、あの町' そして金太郎飴の 
おばあさんのビルとその上の産婦人科の医者 
の部屋。いまの映画界の常識でいえば(とは 
いえ、むろん予算の問題はあるが)、あそこ 
は CG を使つて撮るところだろう。しかし、 

石井輝男は、そこを文字通り手作りのローテ 
クでやつている。その手作りの、バレバレの 
チヤチさが、なんともいいのだ。それは、た 
んにそのほうが味が出ていていい、などとい 
うこと ではない。むろん、味もあるし、また 
そのほうが原作の漫画の感触に近いというこ 
ともあるが、ここでいいたいのは、そのこと 
ではない。現場での思いつきを含めて、手持 
ちの材料を工夫してやつて、たとえ失敗して 
もそれでよしという、強い肯定の姿勢が、ま 
さに映画的な若さとして画面を活気づけてい 
るのである。それは生粋の撮影所育ちの監督 
として、夥しい数のプログラムピクチユアを 
作り続けてきて、しかも決して大家ふうに構 
えることない石井輝男という監督の、活動屋 
魂の発露といつてもいいだろう。 

そして、 それに応える ように、 ここでは、 
家主の丹波哲郎や、金太郎飴を売るおばあさ 
んの清川虹子といつた超ベテランの俳優たち 
が見事に若返っているのだ。とりわけ清川虹 
子は、浅野忠信のツべが、「もしかしたら、 
あなたは、ぼくのおつ母さんではないですか」 
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というのに答えるとき、ふつと頰を赤らめる 
ようにして涙を流す ところな ど、艷めいた若 
々しさを感じさせて絶品である。 ベテランと 
いえば、わたしの大好きな砂塚秀夫が出てい 
たのが嬉しかつたが、欲をいえば、もう少し 
出ていてほしかつた。 

むろん、これに対する若手もみんな頑張つ 
ているのだが、なかでも石井作品ではお馴染 
みの金山一彦が、いつもとは違つた才カマふ 
うの ィメ ージを出しているのがおかしかつた 
のと、もつ きり 屋の少女になるつぐみの目の 
強い輝きが印象的だった。だが、やはり特筆 
すべきは浅野忠信であろう。 

あの、常に一歩引いたような独特の風格。 
本当に浅野忠信というのは不思議な役者だと 
思うのだが、いつも画面の奥から独特のアゥ 
ラを発散している。通常のスターの場合は、 
画面の前面(:出てきてその存在を主張するの 
だが、浅野忠信はそうではない。いつでも、 
一歩引いた感じがあるのだ。カメラに対する 
きの実際のポジションは、むろん監督が指 
示しているのだろうから、具体的なレベルで 
彼が引いた位置に立つているということはな 
だろう。にもかかわらず、見たときの印象 
歩引いた感じがある。それでいて、 
空気の波動のように、彼の存在の気が漂って 
うのは生半可なパヮーではないし、 

に浅野忠信という役者の独特の新しさが 
あるのだと思う。それが、つげ漫画における、 
つげ義春の分身としての主人公兼話者という 
存在に得難い生命を与えているのだ。 

できたところで考えるべきは、 


やはりつけ義春の漫画と石井輝男の映画との 
関係であろぅ。ょり具体的には、漫画のコマ 
で囲まれた絵と映画の画面の関係である。こ 
れは『ゲンセンカン主人』がすでにそうだっ 
たが、石井輝男は、つげ義春の絵と同じカッ 
卜を撮るし、登場人物のセリフも、ほとんど 
原作に手を加えることなく、そのまま使つて 
いる。そして、それについて石井監督は、ぼ 
くのつげさんへのオマージユ、といういい方 
をしてもいる。おそらく、石井監督の気持と 
してはその通りなのだろうが' それでこの問 
題が片づくわけではない。漫画と映画とでは、 
もともと違うものだからである。たとえば、 
下手に漫画のコマをなぞって撮ったら、絵を 
実物に置き換えただけのひどく味気ないもの 
になる危険があるからだ。つまり、平面に描 
かれてこそ生きる人物なり背景なりが、立体 
になったがゆえに原作の持つ味わいを失って 
しまうということがいくらでもある。 

ところが、ここでは、そうなつていないば 
かりか、見事に映画になっているのである。 
つまり、一方では、まさにつげ義春の漫画そ 
のものでありながら、他方では、同時に石井 
輝男の映画になっているのだ。いわば映画は、 
漫画を作り替えるのではなく、それをそっく 
り模倣しながら映画に立ち返っているのであ 
る。これは決して簡単なことではない。その 
秘訣はどこにあるのか。つげ義春の描く漫画 
が実は映画だったとぃぅ乱暴な仮説がチラつ 
かないこともないが、いまだ、的確な答えは 
見つかっていない。もう一度『ねじ式』を見 
ながら考えることにしょう。 
















豊川悦同がドラマ監督デビュ_ 


映画『ねじ式』の劇場公開とタイ 
ミングを同じくして、この夏 、 TV 
で 4 P 、 つげ義春作品がオンエア—さ 
れる。番組名もズバリ、『つげ義春 
ワ—ルド』。7月13日(月)深夜12: 
45〜1:15。全12回。テレビ東京に 

てオンエア—スタ—卜。 

今回、 TV 化される原作は 9 作品。 
30 分で一作品を放送。原作によって 
は前後編にまたがる場合もある。 

記念すべき第1回の放送 (7 月13 
日)は『退屈な部屋』。監督を務める 
のは、これがドラマ監督デビュ—の 
非優•豊川悦司。主演には、これま 


た監督•橋口亮輔を起用。妻役に鈴 
木砂羽。物語は、私(橋口)が妻 
(鈴木)に内緒で部屋を借りた。そ 
こで仕事をするわけでもな<、浮気 
をするわけでもなく、ただゴロンと 
しているために借りたのだった。し 
かしある日、妻がやってきて…。 

続いて第2回目の放送 (7 月20日) 
は『懐かしいひと』。監督は同じく 
豊川悦司。出演は橋口亮輔、鈴木砂 
羽。 

監督•豊川悦司が、つげ義春の原 
作をど I っ演出するか楽しみです。橋 
口亮輔の役者としての演技にも注目。 
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る原作は割と近作が多い。以降も、 
『別離』(前後編)、『ある無名作家』 
『義男の青春』(前後編)、などの夕 
イトルが予定されている。月曜日 
の深夜は今から要チェック。 


そして第3回 (7 月27日)第4回 
(日月3日)の放送は、以前映画化 
もされた『無能の人』を前•後編で 
放送。監督は望月六郎(93年『極道 
記者』、95年『新•悲しきヒットマ 
ン』、 96 年『鬼火』等)。出演は、主 
人公の助川助三役に、北見敏之。妻. 
恵子役に水木薫。他に、哀川翔、山 
村美智子、三橋貴志、稲尾豊樹'さ 
いとうさくら、松山健二(子役)ら 
が出演。脚本は高見売子。 

売れない漫画家の助川助三(北見) 
は河原の膨大な石を見ながら、これ 
が金にで吉れば…と思いたつ。石収 
集マニアが存在し、才—クシヨンも 
開かれ高値で売買されていることを 
知る。そこで、石を採集、河原で石 
を売る店を始めるのだが…。 

今回の新番組で取り上げられてい 





